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→
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に
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が
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→

あ
て

の

戸

｢

S
一

か

ら
の

二

五

〇
過
と
､

呂

宅
g
P
→
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叫
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∽
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草
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∽
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○

打
e

呵

に

ょ

る

と
､

,
S

苧

5 .
】

e

C
-

仁
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､
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に
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さ
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の

だ
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い

い
､
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又
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訂
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ぎ
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官
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薄
さ

れ
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い
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編
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一
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口
e

F
p

目
口

y

句

弓
g

仁

岩
口

氏
は

作
家

批
評
家
で

押
○

訂
ユ

出
声
H
ロ
ひ
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呂
P
り

打
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弓
已
ロ
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す
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す
ぐ
れ

た
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が

あ

り
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琵
琶
叩

F

巴
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1

巴
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巴
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弓
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叫
巴
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∽
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t
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勺
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岩
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､
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を
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わ
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手

紙
に

し

て

も

F
e

P
t

訂
已
甲
F

を

訂
a

賢
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甘
∽

F
､

H

F
p

a
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e
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d
P
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司
p
∽
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た
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し
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い
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ま

た
､

き

ち
ょ

う
め

ん

な

ロ
p

巴
e

→

と

ち
が
っ

て
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S
t

e

く
e

日
払

O

n
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附
を

つ
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か

っ

た

り
､

せ
い

ぜ
い
′月
だ
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を
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す
程
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ロ
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F
訂
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呂
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S
t
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→
ロ
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葉
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な

も
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多
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編
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綿
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調
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C
O
-
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を
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し
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い
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な
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例
え
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八
八
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七

月
を

八

-
九
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､
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八
九
+
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を
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八
九
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月
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九
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年
四

月
を

四
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六
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､

九
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年
一
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を
一
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月
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日

に
､
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改
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を
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が
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は
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已
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が
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､
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､

言
及
な

ど
に

も

詳
細
な

註
を
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琵
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→
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簡
を

集
め

た

も
の

と
い

う
非
難
を

帳
治
し
に

し
て

い

る
｡

C
O
-

ま
n

の

編
集
し

た

P
e

t
t

e

諾

の

中
に

収
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を
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に
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を
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○
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を
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す
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に
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､
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､
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を
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邑
F
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中
ロ

み

弓
｡
r

芸
t

訂
ロ

d
e

賢
才

F
t

F
O

e

苫
払

0
巾

m
y

㌻

旨
e

→

甲
ロ

み

m
O
t

F
e

J

W
F
p
t

t

F
2

軋

き
叶

h

P

2
H

t

O

d
O

～

H
e

岩

一
払

P

g
0
0

a

F
e

P

く
呵

R
O

琵

弓
-

t

F

P

d

d
声
叩
e

P

ロ

富
､

P
ロ

み

巴
-

3
亡

両
オ

w
訂
F

→

ロ

賢
y

ロ

巳
-

可

t

F
p
什

t

2

p
l

)

6
日
1

日

ロ

g
2

⊇
山

○

已
呵

旨
-

∽

ロ
O
t

H

t

F

巴

F
p

く
O

t

0

0

罵
り

巧

言

已
○

ロ
e
‥

H

ど
】

一

汁

訂
-
-

g

巳

昌
d
-

一

岩
t

t

F
e

F
e

写
叫

♂

仁
H
什

F
e

ロ

f

巴
-

払

○

ロ

什

F
e
∽

e

t

弓
〇
.

[

C
F

胃
-

e
∽

せ
p

已
e

J

i

f

Ⅵ
6

日

t

E
日

付

-

t

】

芹
e
-

叫

t

F
p
t

¥
U

仁

W

≡

e

諾
r

訂
g
e
t

p

O

E
】

早

f

已
【

O

W

O

ユ
g

草
地

葛
e

O

琵
○

こ
t

訂

官
ぎ
ど
ー

ー

ケ

≠
什

t

F
e

岩

宅
e

宅
○

記
e

p

巴
ロ
∽

-

ロ

t

E
也

弓
○

ユ
d
.

H
f

七
日
○
匂
ぃ
H

O
宅
｢

ぺ

W
O

亡
ド

ロ

邑
ヨ
ー

t

F
]

胃
宍
t

ど
e

(

弓

訂
t

t

訂
叫

P
→

e

∽

○

→

e

P
d

y

叶

○

監
∽
e

ユ
i

n

t

F
e

O

→

じ

t

F
P

r
p

m
巴
-

F

監

p

ユ
g

F
什

t

O

言

合
e

訂
り

E
ヨ
S

e
】

f
-

P

n
P

訂

0

已
匂
P

E
e

抗

訂
d
O

ロ
○
什

e

如
e

岩
訂
e

t

訂
t

ユ
g

ど
ー

弓
F

y

芹

w
O

已
ト

ビ
p

く
e

訂
e

ロ

訂
t

t

e

り

訂
→

P

日
日

ヨ

訂
H

O
f

匂
e

O

旦
e

-
訂
t

t

e

→

訂
り

+

耳
)
1

0

〓
鞘
e

P

ロ

か

S
e

?

d
d
t

亡
∽

P
ロ

み

e

く
e

n

W
E
t

e

P
e
-

d
､

ロ

p

甥

戸
口

払

e

d

d
n

m
e
.

出
e

t

t

e

♪

O

n

亡
F

e

O
t

F
e
→

F
P

ロ
d
､

訂
→

ヨ
巴
】

叫

P

中
ロ

仁
b
t

F
g

→
○

ぷ
仁
e

巨
p

d

P
-

P
ロ

d

訂
→

日
増

訂
t

訂
→

呂
み

2
0

旨
e

→

邑
t

訂
.

p

岩
芳
n
t

計
t

2

+

ロ
O

n
〉

t

-
H

d
O

ロ

J

打

ロ
○

宅

宅
F

芝
l

P

冒

g
O

ど
粥

t

O

旨
¥
I

P

日

昌
P

g
e

O

こ
d
-

ま

-
･
W

E
O

F

巴

:
空
n
的
∽

星
口

巴

計
蒜
d

訂

臼
○
什

り

?

出

P

P
→

村

中
♂
-

e
.

E
く

e

ロ

づ
じ

声
r

P

碧
O
t

-

○

ロ

巴
e

P
n

a

ど
ヨ
一

三
e

A
t

訂
i

早

戸

J
.
S
t

2

く

e

n
S

O

ロ

[
-

C
.

H
.

〉

H
.

A
.

､

S
.

申
〉

e
t

O

+

な
ん

と
お

び

た

だ

し
い

無
用
の

削

除
で

は

な
い

か
｡

し
か

も
､

C
O
-

エ
ロ

は

東
証
に

→

訂

訂
-
】

○

貞

ユ
】

品

賢
○

宅
00

e

監
l

(
什

-

叫

訂

w
F

邑
s

甘
ユ
t

F
e

｢

t

0
0

粁

芦

と

記
し

て
い

る

の

で

あ
る
｡

結
婚
し
て

落
着
い

て

か

ら
､

特
に
■
H
ち
W

記
∽

時
代
(

一

八
八

三

年
)

か

ら

は
山

元

璧
な

侍
記
と
い

え
る

と
い

っ

て

い

る

に

か

か

わ

ら

ず
､

一

八
八
八

年

｢
野
村

わ

∽

寛
平
ロ

g
打

時
代
に

は

じ

ま
る

き
1

.

ロ

打
e

已
e

叫

と
の

悲
し

む
べ

き

不

和
に

関
す
る

手
紙
は
､

一

つ

も

採
録
し
て

い

な
い

の

で

あ

る
｡

β

仁

発
言
-

-

e
t

t
¢

り

∽

の

最
初
は
一

八

八

八

年
三

月

九

日

H
e

n
-

e

Ⅵ

が

吋
ヰ

才
巳
e

紆

C
O

n
か

n

b

n
t

-

巴

と

し

て

手

紙
で

出
ご

｢
S
.

を

U
e

賀
田
○

呵

と

呼
び
か

け
て

(

つ

い

で

な

が

ら

声

F

∽
.

は

C
O
-

ま
ロ

と

は

常
に

巳
セ

ロ
e

寛
C
O
】

5 .
ロ
､

せ
P

已
e

→

に

は

時
々

U
e

甲
【

臼
p

吐
い

e

H

ま

た

は

呂
叫

D
e

p
→

句
①
-

-

O

W
､

そ

し

て

H
e

已
e

叫

に

は

常
に

ロ
e

P
→

出
○
叫
､

U
e

P
→

｢
P

P

で

あ
っ

た
)
､

そ

れ
が

魅
力
で

も
あ

る

持
前
の

無
遠
慮
さ

で

S
什

e

く
e

n

筈
ロ

が

皿

を

洗
.っ

た

り

し
て
､

(

ど

2
2

賢
-

c

巳
e

さ

れ

る

危
険
を

警
告
し
､

共

同

で

制

作
し

た

戯
曲

ロ
e

P
0

0

日

は

ど

う
な
っ

て

い

る

の

か

と
､

や

や

戸

L

叩

の

冷
淡
さ

を

な

じ
り
､

句
P

ロ

ゴ
Ⅵ

が

∽
0

ユ
♂

ロ
①

→

三

月

競
に

の

せ

た

物

語

→
F
e

2
】

巴
e

が
､

声

｢

S
.

の

い

と
こ

田
巴
F
e

r
-

ロ
e

の

作
を

盗
ん

だ

も
の

で

あ

る

と

書
い

た
こ

と
に

始
ま
る
｡

｡

H

→

e

P

d

→
F
e

ウ
勺
]

軒
岩

.

W
-

t

F

O

O

n

巴
P
①

→

p
オ
ー

e

P

m
P
N
e

m
e

ロ
t
一

H
t
〉

∽

河
p
t

F
e

ユ
ロ
e
】

さ

中
ロ

→

e
-

勺

-

什

-

∽

内
已
F
e

ユ
日
e
】

m

こ

→
F
e

巴
t

仁
P
t
-

○

ロ
､

t

F
①

e

日

ま
3
ロ

日
e

n
t

こ
】

ぶ

勺
ユ
ロ
○

首
-

巳

抄

g

串
→

e

-
書
写
ゴ

㌫
､

→
F
e

詔
P
→
e

e

く
2

→

蒜
目

許
訂
O

e

n
O
e

払

O
f

勺

F

岩
紆
∽

P

n

d

-

ヨ
P

g
e

り

¥
]

盲
岩
-

-

e

〓
n
･

2.
d
e

n
t

∽

1
崎

g

旨
申

や

甘
ベ

一
汁

オ

巴
-

訂
t
t

e

→

訂
3
声

琵
e

♀

ゴ
O

d

O

仁
b
什
一

b

已
i

t

E
n

付

言

F
p
ロ

】

○

賢

覧

日
∈
〕

F

(

P
t

-

e

P
∽
t

)

監

-

t

F
P
の

g

巴
ロ
e

d
…

巴
-

d

弓
F

呵

t

訂
り

e

弓
P

巴
}
〕

t

p

d
O

仁

E
e

∽
i

的

口

巴
戸
｢

e

-

∽

宅
F

巳
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一

寸
e

β
O

t

訂
e

n

P

E
e

t

O

占
ロ

d
e

詔
t

巴
-

d

∴
-

)

こ

れ

に

封
し

て
､

S
t

?

£
口

答
n

は

妻
に

封
し
て

加
え

ら

れ
た

無
害
の

非
難
を

怒
り
､

内

巳

ど
ユ
n
e

に

眞
相
を

き

け

と

答
え
る
｡

(

妻
と

い

え

ば
､

一

八

八

〇

年
一

月

九

日

の

手

紙
に

は
､

へ

h

p

n

呵

几

訂

巴
→

e

特
に

C
O
-

J

エ

ロ

t

O
→

叫

】

e

言
e

記

孫
ま

で

あ

る
､

…
‥

m
Ⅵ

-

P
S
t

m
巴
-

F
P
∽

訂
打
2

日

P

宅
P

呵

f

3
日

ヨ
2

訂
→

0

0

∃
e
S

勺
○
】

乙
e

n
c

e

∴
u

と

あ

る
｡

こ

れ

は

友

人

た

ち
､

と

H
e

n
-

e

叫

か

ら

仁
n
C

O

日
p
1

2

訂
口

巴
ロ

g

P

ロ

P

ぎ
ユ
苧

を

受
け
た

た

め
で

あ
る
｡

も

と

も

と

十
一

歳
も

年
上
で
､

ジ

プ

シ

ー

の

よ

う

な

風
貌

と
､

は

げ
し

い

束

性
の

持
主

の

評(
‾6 3 ) 書

ア

メ

リ

カ

女
と

の

懸
愛
､

結
婚

が
､

本

国
の

友

人
た

ち
に

は

シ

ョ

γ

ク

で

あ
っ

た

こ

と
は

想

像
に

か

た

く

な
い

｡

)

三

月
二

二

日
の

出
P

已
e

り

あ
て

の

手
紙
で

は
､

｢

妻
に

加
え

ら
れ

た

侮
辱
に

封
す
る

怒
り

と
､

親
友
と

信
じ

た

男
に

裏
切

ら

れ

た

悲
し

み

と
を

訴
え
､

や

が

て

す
べ

て

の

友
に

叛
か

れ

る

の

で

は

な
い

か

と

恐
れ

て

い

る
｡

:

Ⅰ

巴
e

p

〓
2
t

O
ロ
O

e

】

監
t

2 .
g

E
も
ロ

み

t

ど
n

弓
○

村
e

ぎ

巴
-

品
○

ロ
y
-

d

言
P

m
-

ロ

g

H

弓

監
β

さ
P

∃
e
-

-

訂
g

鼓
t

F

笥
仁

こ
F
e

邑
∽

e

2
E
e

0

0
-

d

弓
P
∽

0

1

e

2

匂

呂
叫

-

ロ
､

巴
-

良

一

諾
眉
e

ヨ
T

訂
り

e

み

笥
仁

弓
e

言

古
e

-

p
の
t

O
f

ヨ
七

琵
e

n

d
ロ

弓
-

t

F

弓
】

岩

2
H

0

0

已
一

声
q

H

弓
a
S

S

t

≡

○

ロ

t

訂

○
-

中

t

e
→

ヨ
戸
､

∵
r

〕

の

悲
し

み

は

切
々

と

し

て

い

る

が
､

句
2
ロ

ロ
叫

の

言
分
そ

の

も

の

は

全
く

疑
っ

て
い

な

い

こ

と
､

勺
空
U

t
∽

O
f

t

ビ
e

O

p

等

と

し

て

S
t

e

く
e

ロ
の

O

n

が

あ

げ
て

い

る

も

の
.
と

H
e

P

-

e

て
内

巳
F
e

ユ
n
e

の

言
う
所
と

は

徽
妙
な

所
で

く
い

ち

が

い

が

あ

る

こ

と
､

吋

ユ
≠
P
t

①

P

ロ

d

C
O

n

琵
e

已
6

.

】

の

文
字
は
､

こ

の

本
の

編
者
た

ち

の

言
う
よ

う
に
､

づ

訂
L

ヨ
邑
設

の

こ

と
で

は

な

く
､

他
の

個
人
的
な

部

分
に

封
し

て

む

し

ろ

述
べ

て

い

た
の

で

あ

ろ

う
こ

と

が

指
摘
で

き

よ

う
｡

又
こ

の

本
で

明
か

に

な
っ

た
こ

と
は
､

戸

｢
■
∽
･

は

H
e

且
e

叫

と

共

作
し

た

戯
曲
に

つ

い

て

h

こ

訂
七

d

的
○

ロ
e

O

ロ

弓
ユ
t

ど
g

弓
芹

ど
已

ど
廿
e

訂
O

P

亡

琵
H

t

F
O

声

g

E
t

打

b
叫

打
2

p
t

E
日

仁
p

､

､

と

考
え
て

い

た
こ

と
､

こ

の

よ

う
な

不

和
に

な

り
な

が

ら

も

H
e

n
-

e

叫

に

も

内
P
t

F
e

㌃
ロ
ゎ

に

も

財
政
的
な

援
助
を

績
け
た

こ

と

な

ど
で

あ

る
｡

素
朴
な

意
味
で

の

戸

r
S
･

の

友

情
の

深
さ

を
い

よ

い

よ

は
っ

き
り

示
す
も
の

と

考
え

て

よ

か

ろ
■
う
｡

出
P

邑
e

→

は
､

○

日

記
e

d

旦
P

恐

が

原

因
で

あ

り
､

H
e

已
e

叫

は

金
に

な

る

も
の

と

希
望
を

托
し
て

い

た

か

ら
､

S
t

e

く
e

日
払

○

ロ

が

気
乗
り

う
す
な
の

に

腹
を

立
て

て

い

る
こ

と

と
､

H
e

n
】

e

y

は

今
や

人

気

作

家
と

な
っ

た

S

訂
く
e

n

旨
n

に

封
す
る

敗
者
の

甘
巴
○

仁
の

叫

が

あ
る

こ

と

を

指

摘

し
､

:

H
-

日

巳
づ
P

E
t

F
e

諾
O

e

n
t

的

5
∽

弓

E
O

F

-

t

g
p
d

d

づ
じ

仁

昌

ヨ
⊆
U

F

p
-

e

p

聖
P

蒜
t

O

彗
-

g
g
e

阜
P

ロ
み

日
e

t

0

0

巴
.

り

叫

○

已
-

m
p

叫

F
p

≦
W

g
ア

ユ
①

み

p

O

e

ユ
巴
ロ

g

巴
-

弓
-

t

F

t

訂
芦

､

､

と

人
情
に

通
じ

た

人
ら

し

く

敢
え

て

い

る
｡

そ

う
し
て

H
e

已
e

叫

の

性

格
か

ら

｡

H
e

-

○

く
e

の

ノ)
∂
声

望
P

p

ユ
仏

p
t

づ
じ

亡
〉

e

ロ

ま
e

四

笥
仁

-
i

h

づ
じ

仁

司
e

岩

E
¢

弓
馬
e

F
e

d

訂
邑

づ
じ

仁
…

♂

已
F
e

O

p

ロ
n
O
什

的
0

0

β

専
一

t

F
U

ま

当
じ

戸
､

､

と

説
き
､

名

聾
の

人
と

な
っ

た

彼
か

ら
､

出
P

邑
①

→

白
身
が

忘
れ

ら

れ
て

行
く
の

で

は

な
い

か

と

恐
れ

て

い

た

と

語
っ

て

い

る
｡

人
情
の

機
徽
を

知
り
､

友
情
に

あ
つ

く
､

し
か

も

適
確
で

賓
際
的
な

せ
p

巴
e

→

の

面
目
が

よ

く

出
て

い

る
｡

不
幸
に

し
て
､

こ

の

間
題
は
つ

い

に

も
つ

た

れ

ま

ま

解
決
し

な
い

で

終

っ

て

し

ま
っ

た

が
､

戸

F

叩
-

H
¢
n
-

e

y

内
申
t

F
e

ユ

ど
e
〉

句
p

β

ロ
増

せ
P

甲

t

e

→

等
の

性
格
が

は
っ

き

り

と

出
て

い

て
､

小

説
以

上

に

興
味
が

あ

る
｡

私
が
こ

の

文
章
を

書
い

た

最
初
の

意
圃
で

ほ
､

戸

P

S
.

の

最
近
の

研

跳

レ

臣

賢
い

卜

臣
賢
甑
h

匝
巨

転

.ヽ
､

巨
ビ
ト

こ
F
L
け

♪

■

一.ミ
■ぎ`
丸

.1一イ⊥r
′

_
ヽ モミ ト ′

､∵
.

.■ク
コ

.

ト

=

て

.≦
ゞ

㌢

ノ

.㌢
,

一
斗

∴
.

L

≧
r

し

き

L
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究

書
と

し
て
､

押
○

訂
ユ

｢
○

亡
-

払

哲
e

d
d
臼

冒
ロ

♂
y

G
.

声

望
e
→

ロ

ど
そ

の

邦
詳
｢

ス

テ
イ

ー

ダ
ン

ス

ン

+

研
究
社
(

一

九

五

七

年
)

旦
局
六

郎
繹
､

勺
○
り

t
→

巴
什

○
巾

p

声
e

訂
-

♂

巧

拙
じ
O

F

宅
み

A
】

d
-

ロ

g
t

O

ロ
〉

H
5
P

ロ
∽

せ
づ
0
･

t

ォ
b

記

E
d

+
設
N

な

ど
を

取
上

げ
る
つ

も

り

で

あ
っ

た

が
､

も

は

や

紙

面
も

少
い

の

で

簡
単
に

記
す
ほ

か

な
い
｡

S
t

e

ぷ

女
史
の

本
は

∽

白
p

p
-

2

2
e

已
t

O

]

腎

≡
∽

F
.
Z
e

司
∽

(

後

W
ユ
･

t

e

諾

紆

t

ビ

わ

首

W
O

→

打

に

改

名
)

2
〇
.

N

N

と

し

て

刊
行
さ

れ

た
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
に

す
ぎ

な
い

が
､

多
く
の

文
献
を

か

な

り

よ

く

讃
ん
で
､

S
t

e
･

諾
巳
O

n

入

門
と

し
て

公
平
に
､

し
か

も

深
い

と
こ

ろ

に

ふ

れ

な

が

ら
､

極
め

て

手
ぎ

わ

よ

く
ま

と

め
て

あ

り
､

才
女
の

評
判
に

恥
じ

な
い

も
の

で

あ

る
｡

本

質
的
な

鮎
で

は

C

ど
箆
e

ユ
○

ロ

の

戸

｢
.

∽
.

既
に

最
も

多
く

を

負
う
て

い

る
｡

邦

評
は

原
典
に

な
い

小

見
出
し

を
つ

け
た

り

し

て

讃
み

ヽ

や

す
く

は

な
っ

て

い

る

が
､

再
版
の

際
に

は

J
･

B
･

バ

リ

ー

の

よ

う
な

誤
植
と

共
に
､

次
の

鮎
を

訂
正
さ

れ
た

い
｡

ヽ

ヽ

ヽ

一

､

l

n
-

巴
乙
く
○

笥
g
e

の

詳
名
｢

園
内
施
行
+
､

｢

グ
ァ

イ

リ

ー

マ

島
便

り
+
､

く

邑
-

m
p

ほ

五
つ

の

川
の

意
の

土

語
で

あ
っ

て

島
で

は

な
い
｡

島

は

サ
モ

ア

島
で

あ
る
｡

二
､

C
･

日

昌
t

宅

の

註
の

t

F
e

W
ユ
t

e

→

t

O

t

訂
望
粥

ロ
e
t

は

｢

シ

グ

ネ
γ

ト

誌
へ

の

寄
稿
家
+

と
あ

る

が
､

こ

れ

は
ス

コ

ッ

ト

ラ
ン

ド
の

榊

護
士
の

こ

と
で
､

イ
ン

グ

ラ

ン

ド

の

の

○
-

i

2 .

什

○
→

に

あ

た

り
､

♂
亡

巴
n
e

∽
00

日
p

ゴ

a
粥
e

m
O

ロ
什

と

C

才
i

:
P

司

を
扱
う
｡

(

法
廷
の

事
件
を

扱
う

ぎ
P

†

ユ
賢
e

り

と

は

異
る
｡

)

三
､

｢

シ

ド
ニ

ー
･

コ

ル

グ
イ

ン

は

母

方
の

い

と
こ

に

嘗
っ

た

が
+

は

讃
誤
り
で
､

母

方
の

い

と

こ

は

G
り

P

F
P

m

出

已
訂
亡
→

で

あ
る
｡

四
､

S
t

2

岩

女
史
自
身
ど

う
し

た

わ

け

か

戸

r

S
.

の

評
俸
を

書
い

た

押
○

旨
-

ぎ
e

〇
･

呂
琵
琶
ロ

の

こ

と

を

本
文
に

も
､

参
考
文
献
目
録
の

中

に

も

声
○
払

巴
-

e

と

記
し
て

あ

り
､

邦
詳
も

そ
の

誤
り

を

そ

の

ま

ま

収
録
し

て

い

る
｡

A
-

巴
n

g

ざ
日

の

本
は
､

単
な
る

侍
記
で

は

な
く
､

新
し
い

事

貴
(

そ
の

中

に

は
こ

の

出
P

已
e

→

へ

の

手

紙
も

含
ま

れ

る
)

を

踏
ま

え

て
､

か

な

り

歯
ぎ

れ

よ

く
､

作
家
ら

し
い

鋭
い

解
繹
を

下
し

て

お

り
､

こ

れ

は

別
に

新

し

く

取
上

げ

て

論
評
す
る

必
要
が

あ

ろ

う
｡

(

一

橋
大

撃
助

教
授
)
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